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東日本大震災津波復興特別委員会会議記録 

 

東日本大震災津波復興特別委員会委員長 佐々木 茂光  

 

１ 日時 

  令和７年 10月 10日（金曜日） 

  午後３時 15開会、午後３時 28分散会 

２ 場所 

  特別委員会室 

３ 出席委員 

佐々木茂光委員長、大久保隆規副委員長、千葉伝委員、岩崎友一委員、神﨑浩之委員、

佐々木朋和委員、川村伸浩委員、福井せいじ委員、臼澤勉委員、佐々木宣和委員、 

高橋穏至委員、高橋こうすけ委員、はぎの幸弘委員、鈴木あきこ委員、松本雄士委員、 

村上秀紀委員、菅原亮太委員、佐々木順一委員、関根敏伸委員、五日市王委員、 

髙橋はじめ委員、小西和子委員、郷右近浩委員、軽石義則委員、名須川晋委員、 

岩渕誠委員、佐藤ケイ子委員、柳村一委員、菅野ひろのり委員、千葉秀幸委員、 

畠山茂委員、飯澤匡委員、佐々木努委員、ハクセル美穂子委員、工藤剛委員、 

村上貢一委員、中平均委員、髙橋但馬委員、吉田敬子委員、千葉盛委員、斉藤信委員、

高田一郎委員、木村幸弘委員、小林正信委員、田中辰也委員 

４ 欠席委員 

上原康樹委員、工藤大輔委員 

５ 事務局職員 

  藤原事務局次長、柳原議事調査課総括課長、嵯峨政策調査課長、加藤主任主査、 

門脇主任主査、高橋主査、久保田主査、加藤主事 

６ 説明のために出席した者 

なし 

７ 一般傍聴者 

  なし 

８ 会議に付した事件 

 (1) 委員長の辞任について 

 (2) 副委員長の辞任について 

 (3) その他 

９ 議事の内容 

○岩崎友一委員長 ただいまから東日本大震災津波復興特別委員会を開会いたします。 

 上原康樹委員、工藤大輔委員は欠席とのことでありますので、御了承願います。 

 これより本日の会議を開きます。 
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 本日は、お手元に配付いたしております日程により会議を行います。 

 これより日程１に入るわけでありますが、私の一身上に関する議題でありますので、副

委員長と交代いたします。 

   〔岩崎友一委員長退室、柳村一副委員長、委員長席に着席〕 

○柳村一副委員長 議事を進行いたします。 

 初めに、岩崎友一君から委員長の辞任願が提出されておりますので、これより委員長辞

任の件を議題といたします。 

 お諮りいたします。岩崎友一君の委員長辞任を許可することに御異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○柳村一副委員長 御異議なしと認めます。よって、さよう決定いたしました。 

 ただいま委員長の辞任を許可されました岩崎友一君から発言を求められておりますので、

この際、発言を許します。 

   〔岩崎友一委員入室〕 

○岩崎友一委員 ２年間本当にお世話になりました。ありがとうございます。 

震災発災から 14年７カ月。振り返りますと復興需要終了後は、震災による大幅かつ急激

な人口減少、少子高齢化によりまして、被災地では、地域経済も含め、非常に厳しい状況

が続いております。 

 今回の震災復興に当たっては、数兆円とも言われる国費が投入されて、復興事業が進め

られてきたわけでありますが、いつか振り返ったときに、誰のための復興だったのか、何

のための復興だったのかと思われないためにも、しっかりやっていかなければならないと。

そういった中で、経済が非常に苦しいという部分にしっかりとメスを入れ、経済の再生、

活性化が重要であるという認識を持ちながら、そういった点に意を用いて２年間、委員会

運営をさせていただきました。 

年を越せば、震災発災から 15年という大きな節目を迎えますけれども、まだまだ被災地

は厳しい状況が続いております。今後は一人の委員として、次の正副委員長のもと、残さ

れた課題の解決と真の復興に向けて頑張ってまいりたいと思います。 

改めてこの２年間の委員の皆様の委員会運営に対する御理解と御協力に感謝申し上げ、

辞任にあたっての挨拶とさせていただきます。お世話になりました。ありがとうございま

した。（拍手） 

○柳村一副委員長 お諮りいたします。 

 この際、委員長の互選を日程に追加し、直ちに委員長の互選を行いたいと思いますが、

これに御異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○柳村一副委員長 御異議なしと認めます。よって、この際、委員長の互選を日程に追加

し、直ちに委員長の互選を行います。 

 お諮りいたします。委員長の互選は、指名推薦の方法により行いたいと思いますが、こ
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れに御異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○柳村一副委員長 御異議なしと認めます。よって、互選の方法は指名推薦によることに

決定いたしました。 

 お諮りいたします。指名の方法については、当職において指名することにいたしたいと

思いますが、これに御異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○柳村一副委員長 御異議なしと認めます。よって、当職において指名することに決定い

たしました。 

 東日本大震災津波復興特別委員長に佐々木茂光君を指名いたします。 

 お諮りいたします。ただいま当職において指名した佐々木茂光君を東日本大震災津波復

興特別委員長の当選人と定めることに御異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○柳村一副委員長 御異議なしと認めます。よって、さよう決定いたしました。 

 ただいま当選されました佐々木茂光君が委員会室におられますので、本席から当選の告

知をいたします。 

 佐々木委員長、委員長席にお着き願います。 

   〔柳村一副委員長退席、佐々木茂光委員長、委員長席に着席〕 

○佐々木茂光委員長 ただいま皆様の御推挙により、東日本大震災津波復興特別委員長と

なりました佐々木茂光でございます。皆様方の御協力をいただきながら、委員長の職責を

果たしてまいりたいと存じますので、何とぞよろしくお願いいたします。 

   〔柳村一副委員長退室〕 

 日程２、副委員長の辞任についてを議題といたします。 

 柳村一君から副委員長の辞任願が提出されております。 

 お諮りいたします。柳村一君の副委員長の辞任を許可することに御異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐々木茂光委員長 御異議なしと認め、さよう決定いたしました。 

 ただいま副委員長の辞任を許可されました柳村一君から発言を求められておりますので、

この際、発言を許します。 

   〔柳村一委員入室〕 

○柳村一委員 委員長の陰になって、２年間皆様の御協力のもと委員会運営を無事にこな

してまいりました。心より皆様に感謝を申し上げまして副委員長の任を下りたいと思いま

す。どうもありがとうございました。（拍手） 

○佐々木茂光委員長 お諮りいたします。 

 この際、副委員長の互選を日程に追加し、直ちに副委員長の互選を行いたいと思います

が、これに御異議ありませんか。 
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   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐々木茂光委員長 御異議なしと認めます。よって、この際、副委員長の互選を日程に

追加し、直ちに副委員長の互選を行うことに決定いたしました。 

 お諮りいたします。副委員長の互選は、指名推薦の方法により行いたいと思いますが、

これに御異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐々木茂光委員長 御異議なしと認めます。よって、互選の方法は指名推薦によること

に決定いたしました。 

 お諮りいたします。指名の方法につきましては、当職において指名することにいたした

いと思いますが、これに御異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐々木茂光委員長 御異議なしと認めます。よって、当職において指名することに決定

いたしました。 

 東日本大震災津波復興特別委員会副委員長に大久保隆規君を指名いたします。 

 お諮りいたします。ただいま当職において指名いたしました大久保隆規君を東日本大震

災津波復興特別委員会副委員長の当選人と定めることに御異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐々木茂光委員長 御異議なしと認めます。よって、さよう決定いたしました。 

 ただいま当選されました大久保隆規君が委員会室におられますので、本席から当選の告

知をいたします。 

 大久保副委員長、御挨拶をお願いします。 

○大久保隆規副委員長 ただいま皆様方の御推挙により、東日本大震災津波復興特別副委

員長となりました大久保隆規であります。佐々木委員長をしっかりと補佐し、円滑、公平

な委員会運営を目指し、頑張りたいと思いますので、委員各位の御協力をお願い申し上げ

ます。（拍手） 

○佐々木茂光委員長 次に、その他でありますが、委員の皆様から何かございますか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐々木茂光委員長 なければ、以上をもって本日の日程は全部終了いたしました。本日

はこれをもって散会いたします。 


